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ちば農業女子マルシェに参加して海匝の農産物を販売・PR

海
匝
地
域
で
は
、
基
幹
的
農
業
従
事

者
の
約
４
割
を
女
性
が
占
め
て
お
り
、

個
々
の
経
営
や
地
域
農
業
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
農
業
の
担
い
手
と
し
て
、
経

営
者
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
高
め
、
農
業

経
営
の
向
上
や
地
域
農
業
の
振
興
に
女

性
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
た
い
と
い
う
農
業

女
子
が
集
ま
り
、
女
性
農
業
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
あ
る
「
ア
グ
リ
レ
デ
ィ
ー
ス

海
匝
」
が
平
成

28

年
に
発
足
し
ま
し

た
。
現
在
は
32
名
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
て
、
先
進
的
農
業
経

営
や
女
性
活
躍
に
関
す
る
視
察
研
修

会
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
践

や
円
滑
な
経
営
移
譲
等
、
経
営
や
く
ら

し
に
関
す
る
悩
み
や
取
組
事
例
に
つ
い

て
の
意
見
交
換
会
、
地
域
農
産
物
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の

マ
ル
シ
ェ
な
ど
、
時
代
に
応
じ
た
テ
ー

マ
を
取
り
上
げ
た
研
修
会
等
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ
ら
の
活
動
を
通

し
て
仲
間
の
輪
が
拡
が
り
会
員
同
士
の

絆
も
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

日
々
農
業
に
励
む
中
で
の
夢
や
希

望
、
学
び
な
ど
の
志
と
悩
み
を
共
に
し

て
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

「
ア
グ
リ
レ
デ
ィ
ー
ス
海
匝
」
に
つ
い

て
の
問
合
せ
や
加
入
申
込
み
は
、
同
農

業
事
務
所
改
良
普
及
課
ま
で
ご
連
絡
願

い
ま
す
。

海
匝
地
域
の
農
業
を
担
う
農
業
女
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 

『
ア
グ
リ
レ
デ
ィ
ー
ス
海
匝
』
の
メ
ン
バ
ー
募
集
中
！
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指
導
農
業
士
・
農
業
士
紹
介

令
和
６
年
１
月
18
日
に
海
匝
地
域

の
指
導
農
業
士
２
名
、
農
業
士
７
名

が
認
証
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介

し
ま
す
。

指
導
農
業
士
に
は
担
い
手
育
成
、

農
業
士
に
は
地
域
農
業
を
牽
引
す
る

役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
山
晃
さ
ん

（
銚
子
市
）

酪
農

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
最
新
の
ス
マ―

ト
機
器
を
導
入
し
、
逆
風
が
続
く
酪

農
業
界
で
、
常
に
前
向
き
な
挑
戦
を

続
け
、
新
し
い
酪
農
ス
タ
イ
ル
を
実

現
し
て
い
ま
す
。
酪
農
後
継
者
育
成

の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
野
勝
義
さ
ん

（
旭
市
）

露
地
野
菜
・
水
稲

ダ
イ
コ
ン
・
キ
ャ
ベ
ツ
を
柱
に
、
水

稲
を
組
み
合
わ
せ
た
経
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。
安
心
・
安
全
な
農
産
物
を
消
費

者
に
送
り
出
す
こ
と
を
経
営
理
念
と
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
担
い
手
育
成
や
野

菜
の
生
産
振
興
に
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

【

指
導
農
業
士
の
方 
】

【

農
業
士
の
方 

】石
田
敬
雅
さ
ん

（
銚
子
市
）

露
地
野
菜
・
水
稲

キ
ャ
ベ
ツ
を
主
力
に
露
地
野
菜
経

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
土
づ
く
り
や

排
水
対
策
に
よ
り
、
高
収
量
を
得
て

い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
支
部
長
を

務
め
る
等
、
地
域
農
業
を
牽
引
し
て

い
ま
す
。

伊
藤
雄
悟
さ
ん

（
旭
市
）

施
設
野
菜

施
設
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
大
規
模
経
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。
環
境
制
御
技
術

を
研
究
し
、
販
売
面
で
は
契
約
販
売

に
注
力
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｇ

Ａ
Ｐ
の
取
得
に
も
意
欲
的
で
す
。

髙
岡
賢
史
さ
ん

（
旭
市
）

施
設
野
菜
・
水
稲

カ
ラ
ー
系
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
主
力

に
生
産
し
て
い
ま
す
。
水
を
絞
っ
た

良
食
味
栽
培
に
よ
り
、
高
付
加
価
値

な
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

さ
ら
な
る
規
模
拡
大
も
目
指
し
て
い

ま
す
。

石
井
真
也
さ
ん

（
旭
市
）

水
稲
・
施
設
野
菜

古
橋
敬
佑
さ
ん

（
旭
市
）

施
設
野
菜

若
林
徹
さ
ん

（
旭
市
）

施
設
野
菜
・
水
稲

露
地
野
菜

水
稲
の
大
規
模
経
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
施
設
シ
シ
ト
ウ
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
で

は
特
別
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域

農
地
の
借
り
受
け
や
、
作
業
受
託
に
積

極
的
で
、
農
地
保
全
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。施

設
ミ
ニ
ト
マ
ト
経
営
を
行
い
、
環

境
制
御
技
術
や
省
力
化
技
術
に
よ
り
、

少
人
数
で
大
規
模
な
栽
培
を
実
現
し
て

い
ま
す
。
若
手
研
究
会
に
所
属
す
る
な

ど
、
技
術
向
上
に
意
欲
的
で
す
。

イ
チ
ゴ
を
主
力
に
複
合
経
営
を

行
っ
て
お
り
、
ス
テ
ビ
ア
農
法
に
よ

り
品
質
向
上
と
有
利
販
売
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
支
部
長

を
務
め
る
等
、
地
域
農
業
の
牽
引
役

で
す
。

水
稲
専
作
の
経
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
飼
料
用
米
や
米
粉
用
米
で
リ
ス

ク
分
散
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ド
ロ
ー

ン
や
自
動
操
舵
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
導
入
に
積
極
的
で

す
。指

導
農
業
士
・
農
業
士
の

 

活
動
に
つ
い
て

指
導
農
業
士
の
活
動

海
匝
地
区
指
導
農
業
士
会
（
正
会
員

57
名
）
で
は
、
農
業
後
継
者
の
育
成
等

を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
て
、
研
修
会
・
交
流

会
、
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
と
の

連
携
、
県
立
農
業
大
学
校
派
遣
実
習
、

県
立
旭
農
業
高
校
視
察
研
修
受
け
入

れ
、
食
育
な
ど
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

農
業
士
の
活
動

海
匝
農
業
士
協
会
（
正
会
員
57
名
）

で
は
、
経
営
・
技
術
の
一
層
の
向
上
を

図
り
、
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る

た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
て
、
講
習
会
や
視
察

研
修
会
、
県
内
外
の
農
業
士
等
と
の
交

流
会
、
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
の

講
師
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

伊
藤
善
直
さ
ん

（
匝
瑳
市
）

水
稲
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酪
農
・
肉
用
牛
経
営
で
は
、
飼
料
価
格
が
高
騰

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
給
飼
料
の
利
用
を
拡
大

す
る
意
向
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
自
給
飼
料
を

生
産
で
き
る
農
地
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

旭
市
で
は
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
り
、
冬
場
の
水

田
を
活
用
し
た
自
給
飼
料
生
産
を
拡
大
す
る
動
き

が
見
ら
れ
ま
す
。

イ
ネ
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
収
穫
後
、
堆
肥
の
散
布
を
行

い
、
晩
秋
に
大
麦
を
播
種
し
、
４
月
末
か
ら
５
月

中
旬
に
か
け
て
、
大
麦
Ｗ
Ｃ
Ｓ
と
し
て
収
穫
し
て

い
ま
す
。
大
麦
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
牛
に
給
与
し
て
い
る
畜

産
農
家
か
ら
は
、
嗜
好
性
が
良
く
、
夏
季
に
暑
さ

で
食
欲
が
低
下
し
て
い
る
牛
が
モ
リ
モ
リ
食
べ
て

い
る
と
の
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
作

付
面
積
は
14

で
し
た
が
、
今
年
度
は
20

に

拡
大
し
て
い
ま
す
。

自
給
飼
料
の
生
産
は
、
飼
料
の
確
保
だ
け
で
は

な
く
、
堆
肥
を
利
用
す
る
こ
と
で
資
源
循
環

農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ

 

ー
開
講
の
お
知
ら
せ

海
匝
農
業
事
務
所
で
は
、
次
世
代
の

農
業
を
担
う
就
農
直
後
の
青
年
農
業
者

等
を
対
象
と
し
た
、
農
業
経
営
体
育
成

セ
ミ
ナ
ー
を
毎
年
５
月
に
開
講
し
て
い

ま
す
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
３
年
間
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
す
。
１
年
目
の
「
基
本
研

修
」
で
は
、
土
壌
や
肥
料
、
農
薬
の
使

い
方
な
ど
の
基
本
的
な
知
識
・
技
術
の

習
得
を
目
指
し
ま
す
。
２
年
目
の
「
専

門
研
修
」
で
は
、
基
本
研
修
で
習
得
し

た
知
識
・
技
術
に
つ
い
て
、
よ
り
専
門

的
な
理
解
を
目
指
し
、
農
業
へ
の
意
欲

と
理
解
を
高
め
ま
す
。
３
年
目
の
「
総

合
研
修
」
で
は
、
経
営
分
析
や
経
営
計

画
の
作
成
、
優
良
事
例
の
視
察
を
通
じ

て
、
経
営
管
理
能
力
を
高
め
、
経
営
者

と
し
て
の
資
質
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
「
合
同
研
修
」
と
し
て
、
市
場

等
へ
の
視
察
や
先
輩
農
業
者
と
の
交
流

を
実
施
し
ま
す
。

農
業
は
、
知
識
・
技
術
の
習
得
以
外

に
「
仲
間
」
作
り
が
重
要
で
す
。
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
も

進
め
て
い
き
ま
す
。

  

新
た
に
農
業
を
始
め
た
方
は
、
本
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
、
農
業
に
関
す
る

知
識
の
習
得
や
地
域
の
仲
間
づ
く
り
を

し
ま
せ
ん
か
。

ネ
ギ
の
シ
ロ
イ
チ
モ
ジ 

  

ヨ
ト
ウ
に
つ
い
て

シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
ヨ
ト
ウ
は
ネ
ギ
の

重
要
害
虫
の
１
つ
で
す
。
主
に
ネ
ギ

を
加
害
し
ま
す
が
、
マ
メ
科
、
ア
ブ

ラ
ナ
科
な
ど
加
害
作
物
は
多
岐
に
渡

り
ま
す
。
そ
う
さ
園
芸
部
で
は
、
毎

年
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ
に
よ
る
ヨ

ト
ウ
ム
シ
類
の
捕
殺
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
例
年
捕
殺
さ
れ
る
の
は
ハ
ス

モ
ン
ヨ
ト
ウ
の
み
で
し
た
。

図１ シロイチモジヨトウの成虫

シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
ヨ
ト
ウ
は
埼
玉
県
や

茨
城
県
で
は
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
千
葉
県
で
は
発
生
が
少
な
く
、
サ

ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
そ
う
さ
管
内
で
は
発
生

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今

年
は
急
激
に
発
生
し
、
ネ
ギ
に
多
大
な

被
害
を
与
え
ま
し
た
。
シ
ロ
イ
チ
モ
ジ

ヨ
ト
ウ
が
厄
介
な
点
は
、
薬
剤
に
対

し
て
抵
抗
が
あ
る
た
め
、
ハ
ス
モ
ン

ヨ
ト
ウ
で
は
効
果
の
あ
っ
た
薬
剤
で

は
防
除
し
き
れ
な
い
こ
と
で
す
。

シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
ヨ
ト
ウ
の
成
虫
は

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
よ
り
小
型
で
体
長

が
約
12
㎜
で
す
（
図
１
）
。
幼
虫
で

は
、
胴
部
の
側
面
に
明
瞭
な
白
線
が

あ
り
ま
す
。

図２ 黒い体色をした幼虫

体
色
は
、
淡
緑
色
か
ら
黒
褐
色
な

ど
様
々
で
変
異
に
富
み
ま
す
（
図

２
）
。

被
害
が
酷
い
場
合
は
、
地
上
部
が

全
て
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

図
３
の
よ
う
に
か
す
り
状
に
な
る
場

合
も
あ
り
、
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
の
被
害

と
間
違
え
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま

す
。表

１
に
、
今
年
度
農
家
か
ら
効
果

の
あ
っ
た
薬
剤
を
聞
き
取
っ
た
結
果

を
ま
と
め
ま
し
た
。
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

図３ 幼虫による被害の様子

表１ シロイチモジヨトウに効果があった農薬

農薬名 希釈倍率 使用時期 使用回数 作用機構

ディアナSC 2500～5000倍 収穫前日まで 2回以内 5

アニキ乳剤 1000～2000倍 収穫3日前まで 3回以内 6

コテツフロアブル 2000倍 収穫7日前まで 2回以内 13

ベネビアOD 2000倍 収穫前日まで 3回以内 28

ヨーバルフロアブル 2500～5000倍 収穫3日前まで 3回以内 28

ブロフレアSC 2000～4000倍 収穫前日まで 3回以内 30

プレオフロアブル 1000倍 収穫3日前まで 4回以内 UN

冬
の
水
田
で
牛
の
飼
料
を
生
産

し
て
い
ま
す

専用収穫機による大麦の収穫

も
可
能
に
な
り
、

畜
産
経
営
の
安
定

化
に
つ
な
が
る
取

組
で
す
。
農
業
事

務
所
で
は
、
今
後

も
自
給
飼
料
生
産

を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

（

旭
グ
ル
ー
プ
）

農
業
経
営
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を

め
ざ
し
て
～
農
業
女
子
及
び
新
規
ネ
ギ

栽
培
開
始
者
に
向
け
て
～

改
良
普
及
課
で
は
、
匝
瑳
市
の
農
業
活
性
化
に

向
け
て
若
手
女
性
農
業
者
を
対
象
と
し
た
農
業
女

子
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
ネ

ギ
生
産
者
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
令
和
５
年
10
月

に
Ｊ
Ａ
ち
ば
み
ど
り
と
共
催
で
新
規
ネ
ギ
講
座
受

講
生
も
対
象
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
株
式
会
社
石
橋
農
園
石
橋
政
和
氏

（
旭
市
）
、
鈴
木
幸
一
氏
（
匝
瑳
市
）
を
視
察
し

ま
し
た
。

石
橋
氏
か
ら
は
、
雇
用
に
よ
る
規
模
拡
大
、
Ｇ

Ａ
Ｐ
の
取
組
に
つ
い
て
、
新
規
ネ
ギ
講
座
修
了
生

の
鈴
木
氏
か
ら
は
、
新
規
就
農
に
あ
た
っ
て
機
械

等
の
整
備
状
況
や
、
低
コ
ス
ト
の
作
業
場
に
つ
い

て
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
圃
場

毎
の
年
間
作
業
計
画
の
掲
示
や
、
働
き
や
す
い
作

業
場
に
つ
い
て
、
我
が
家
で
も
取
り
入
れ
た
い
と

い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ネ
ギ
栽
培
に

必
要
な
機
材
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
作
業
場
に
す収穫機械について説明を受ける様子

る
際
の
視
点
が
参
考
に

な
っ
た
と
い
う
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。

今
後
も
農
業
事
務
所

で
は
、
若
手
及
び
経
験

年
数
の
浅
い
方
の
経
営

参
画
へ
の
意
欲
・
技
術

向
上
を
図
る
活
動
を
行

い
ま
す
。

（
匝
瑳
グ
ル
ー
プ
）

地
域
農
業
に
関
す
る
意
見
交
換
会

（
豊
里
地
区
）
の
開
催
に
つ
い
て

銚
子
市
西
部
の
豊
里
地
区
に
お
い
て
、
地
域
農
業
の

現
状
や
問
題
点
、
農
地
の
維
持
方
法
等
に
つ
い
て
、

農
業
者
同
士
が
話
し
合
う
意
見
交
換
会
を
、
10
月
５

日
に
Ｊ
Ａ
ち
ば
み
ど
り
豊
里
出
張
所
で
開
催
し
ま
し

た
（
農
業
者
15
名
出
席
）
。
当
日
は
、
今
後
耕
作
者

の
不
在
が
懸
念
さ
れ
る
農
地
に
つ
い
て
は
、
地
区
全

体
で
共
同
利
用
す
る
よ
り
も
規
模
拡
大
志
向
の
生
産

者
に
担
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
見
が
多
く
発
せ

ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
資
材
価
格
が
高
騰
す
る
中
で

野
菜
の
販
売
価
格
は
上
昇
せ
ず
、
野
菜
生
産
者
の
経

営
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
規
模
拡
大
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
こ
と
等
に
つ
い
て
も
多
く
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
議
論
は
活
発
に
行
わ
れ
、
今
後
も
話
し

合
い
を
継
続
す
る
こ
と
に
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
結
果
を
も
と
に
、
今
後
の
意
見
交
換
会
で

は
、
地
区
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
で

き
る
か
を
検
討
す
る
内
容
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

   

（
銚
子
グ
ル
ー
プ

）

地
域
農
業
の
将
来
を
み
ん
な
で
考
え
よ
う
！

～ 

地
域
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
～

地
域
の
農
業
者
や
関
係
機
関
の
話
し
合
い
に
基
づ
き

市
町
村
が
策
定
す
る
、
地
域
農
業
の
将
来
像
を
示
す

「
地
域
計
画
」
を
、
令
和
７
年
３
月
末
ま
で
に
取
り
ま

と
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

各
地
域
で
説
明
会
・
座
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

農
家
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
市
役
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ha

ha
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